
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【
ご
遺
志
】 

 

 
 
（
令
和
４
年
１
月
〜
12
月
） 

橘
 
 
光
弘
様
（
故
行
美
様
）
東
前 

大
橋
 
重
男
様
（
故
ト
メ
様
）
原 

小
林
紀
代
子
様
（
故
三
郎
様
）
道
林 

寺
島
善
光
様
（
故
ユ
キ
ヱ
様
）
上
原 

佐
藤
 
和
久
様（
故
 
潤
様
）大
正
寺 

橘
 
 
智
也
様
（
故
 
茂
様
）
東
前 

小
賀
坂
浩
二
様（
故
ト
ミ
様
）東
木
田 

  お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
遺
志

は
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

堰
本
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

    

 

人と地域を育む愛宕の里 せきもと 
令和５年新春号 （第 15号） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
22
回 

堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
を
開
催 

 

 
１
月
12
日
、
堰
本
地
区
交
流
館
に
お
い
て
堰
本
地

区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
を
担
う
方
々
が
出
席
し
、
第

22
回
堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
渋
谷
基
昌
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
堰
本
小
学
校
・
高
見
良
典
校

長
様
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、堰
本
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
・
堀
江
準
二
会
長
の
祝
杯
で
祝
宴
が
催
さ
れ
、
思

い
思
い
の
交
流
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

第
22
回 

堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
を
開
催 

 

 
１
月
12
日
、
堰
本
地
区
交
流
館
に
お
い
て
堰
本
地

区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
を
担
う
方
々
が
出
席
し
、
第

22
回
堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
渋
谷
基
昌
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
堰
本
小
学
校
・
高
見
良
典
校

長
様
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、堰
本
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
・
堀
江
準
二
会
長
の
祝
杯
で
祝
宴
が
催
さ
れ
、
思

い
思
い
の
交
流
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

編
集
後
記 

 

新
年
を
迎
え
て
も
、
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
中
で
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
行
動
制
限
が

な
い
と
言
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ

日
々
の
注
意
が
必
要
で
す
ね
。

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、
自

分
も
家
族
も
地
域
も
守
り
ま
し

ょ
う
。 

昨
年
の
４
月
に
法
改
正
が
あ

り
、
18
歳
か
ら
大
人
の
仲
間

入
り
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

伊
達
市
で
は「
成
人
式
」を「
成

人
の
つ
ど
い
」と
改
め
、
20
歳

の
方
々
が
対
象
と
な
り
、
今
年

１
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
に
若
い
年
代
が
根
付

く
様
な
地
域
づ
く
り
が
大
切
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

新
春
号
の
表
紙
は
、
今
年
度

18
歳
に
な
っ
た
桃
井
亜
里
紗

さ
ん
、
万
里
亜
さ
ん
と
、
弟
の

剣
大
さ
ん
の
仲
良
し
３
姉
弟
。

（
原
町
内
会
） 

   融
雪
剤
の
お
知
ら
せ 

  

冬
は
降
雪
が
多
く
、路
面
凍

結
が
発
生
し
、
危
険
で
す
。 

 
市
か
ら
融
雪
剤
を
預
か
っ

て
い
ま
す
。各
町
内
会
で
凍
結

発
生
の
場
所
が
あ
る
時
は
、交

流
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。受

領
簿
に
記
載
い
た
だ
き
、お
渡

し
し
ま
す
。 

活 

動 

報 

告 

発行：せきもとさとづくり推進協議会 

  

移
動
学
習
「
浜
通
見
学
」 

10
月
26
日
に
『
震
災
遺
構
・ 

浪
江
小
学
校
』
見
学
を
女
性
セ
ミ 

ナ
ー
会
員
26
人
で
バ
ス
で
の
移 

動
学
習
で
行
い
ま
し
た
。 

2011
年
3
月
11
日
、
未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
地
震
・
大
津
波
と
そ
の
後
の
原
発
事
故
に
見
舞

わ
れ
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
小
学
校
で
す
。
太
平
洋

の
波
音
が
す
ぐ
近
く
に
聞
こ
え
る
お
お
き
な
二
階
建
て

の
校
舎
を
「
こ
ん
な
状
態
で
、
よ
く
全
員
無
事
避
難
で

き
た
な
ぁ
」
と
思
い
な
が
ら
、
抜
け
落
ち
た
天
井
と
窓

ガ
ラ
ス
な
ど
全
く
無
い
廊
下
を
回
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
相
馬
岩
の
子
の
清
風
荘
で
会
食
。
久
し
ぶ

り
の
移
動
学
習
で
、
参
加
者
全
員
が
笑
顔
で
し
た
。 

 「
体
と
脳
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
を
学
習 

11
月
22
日
に
５
人
の
出
席
で
「
体
と
脳
の
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
」
を
学
習
し
ま
し
た
。『
デ
ァ
ル
タ
ス
ク
体
操
』

が
脳
に
効
く
と
い
う
こ
と
で
、
市
高
齢
福
祉
課
の
方
が

講
師
で
『
な
が
ら
体
操
』
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
か
ら
30
ま
で
数
え
、
５
の
倍
数
で
椅
子
か
ら
立
ち

上
が
る
。
次
は
３
の
倍
数
で
、
次
は
３
と
５
の
倍
数
で
、

と
な
る
と
難
し
い
上
、
さ
ら
に
右
手 

は
パ
ー
、
左
は
グ
ー
、
と
な
る
と
『
な 

が
ら
』
も
最
高
潮
！
 
か
な
り
脳
は 

使
っ
た
よ
う
で
す
。 

  

女
性
セ
ミ
ナ
ー 

 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
野
外
学
習 

 
11
月
９
日
、
粟
野
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お

い
て
野
外
学
習
会
と
し
て
、
16
人
の
参
加
で
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
大
会
形
式
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

４
人
１
グ
ル
ー
プ
で
４
チ
ー
ム
を
編
成
し
、団
体
、

個
人
と
競
技
し
、
順
位
を
付
け
ま
し
た
。
チ
ー
ム

の
１
位
は
Ａ
チ
ー
ム
で
、
個
人
成
績
は
幕
田
国
昭

さ
ん
で
58
点
の
高
得
点
で
し
た
。 

コ
ー
ス
を
間
違
っ
て
進
ん
だ
り
、
ル
ー
ル
を
理

解
す
る
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り 

ま
し
た
が
、い
き
い
き
カ
レ 

ッ
ジ
な
ら
で
は
の
楽
し
い 

学
習
会
を
行
う
事
が
で
き 

ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
む
‼ 

12
月
27
日
、
女
性
セ
ミ
ナ
ー
で
楽
し

く
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
「
ボ
ッ
チ
ャ
体

験
」
を
行
い
ま
し
た
。
年
末
も
あ
っ
て
参

加
者
が
少
な
く
、
後
半
は
児
童
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。
当
初
依
頼
し
て
い
た
講
師
が

都
合
で
来
ら
れ
な
く
な
り
、
急
遽
、
中
木

雅
彦
さ
ん
に
お
願
い
し
、
ゲ
ー
ム
の
仕
 
 
 
 
 
 
  

方
や
ポ
イ
ン
ト
の
取
り

方
な
ど
聞
き
な
が
ら
、
初

め
て
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
曰
く 

「
皮
製
お
手
玉
だ
ね
」 

 

い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ 

室
内
で
の
ゲ
ー
ム
体
験 

 
12
月
16
日
、
大
研
修
室
で
、
室
内
で
で
き
る

２
種
類
の
「
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
・
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ

ー
ゲ
ー
ム
」
を
10
人
参
加
で
体
験
し
ま
し
た
。
講

師
は
梁
川
レ
ク
ク
ラ
ブ
会
長
の
中
木
雅
彦
さ
ん
。

ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
は
ペ
タ
ン
ク
に
似
た
ゲ
ー
ム
、

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
ゲ
ー
ム
は
紐
の
両
端
に
つ
い
た

ボ
ー
ル
を
梯
状
の
ポ
ー
ル
に
引
っ
掛
け
る
ゲ
ー
ム

で
、
初
め
て
の
ゲ
ー
ム
に
慣
れ
る
ま
で
大
変
で
し

た
が
、
慣
れ
る
と
床
に
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
た
り
高
得

点
の
連
発
で
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。 

 



堰
本
地
区 

社
会
福
祉 

協
議
会
会
長 

 

橘
内 

武 

 

!
中
沢
町
内
会
' 

 

日
頃
は
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
事
、
心
か
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
堰
本
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
委

員
は
、
町
内
会
長
全
員
（
19
人
）、
女

性
福
祉
委
員
と
し
て
大
関
・
新
田
・
細

谷
か
ら
各
２
人
と
陽
光
台
１
人
の
計
７

人
、
民
生
委
員
６
人
で
構
成
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
役
員
は
、
町
内
会
長
の

う
ち
代
表
１
人
、
女
性
福
祉
委
員
か
ら

３
人
と
民
生
委
員
は
全
員
、
計
10
人

で
、
会
長
、
副
会
長
、
庶
務
、
会
計
を
互

選
し
て
い
ま
す
。 

活
動
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ほ
と
ん

ど
が
伊
達
市
社
協
か
ら
提
示
さ
れ
た
福

祉
関
係
内
容
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。対
象
と
な
る
方
は
、
75
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
、
75
歳
以
上
の
二
人
暮
ら

し
（
夫
妻
）
の
方
と
な
り
ま
す
。
現
在
、

堰
本
地
区
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
方
は

51
人
、
二
人
暮
ら
し
の
方
は
28
組

56
人
が
お
ら
れ
ま
す
。事
業
は
大
き
く

分
け
る
と
４
つ
に
な
り
ま
す
。 
 
 

 

私
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く

の
方
々
と
接
す
る
機
会
も
な
く
、
主

に
会
議
で
役
員
、
委
員
の
方
々
と
接

し
て
い
る
だ
け
で
、
他
の
形
に
現
れ

た
活
動
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
例
年
の
よ
う
に
花
い
っ
ぱ
い

運
動
が
主
で
し
た
。 

私
は
音
楽
が
好
き
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
や
、和
太
鼓
、篠
笛
の
演
奏
や
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
も
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
 
 
 

そ
れ
が
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
た
施

設
で
の
仕
事
中
、
リ
ク
エ
ス
ト
で
参

加
、一
緒
に
歌
っ
た
り
、太
鼓
に
合
わ

せ
て
手
拍
子
し
た
り
す
る
利
用
者
の

方
々
の
喜
び
の
表
情
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。 

堰
本
の
方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ

く
の
に
は
何
を
ど
う
す
る
か
、
女
性

委
員
会
活
動
も
暗
中
模
索
の
状
態
で

す
。一
人
ひ
と
り
個
性
を
生
か
し
、楽

し
く
和
や
か
に
み
ん
な
で
話
し
合

い
、こ
れ
か
ら
の「
せ
き
も
と
さ
と
づ

く
り
女
性
委
員
会
」
に
役
立
た
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方々紹介 

１
 
生
き
が
い
対
策
事
業 

 
 
・
日
帰
り
バ
ス
旅
行
（
希
望
者
） 

・白
寿
祝
い
品
、新
生
児
誕
生
祝
い

品
の
贈
呈 

２
 
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業 

 
 
・
ク
リ
ス
マ
ス
食
事
会
（
希
望
者
） 

３
 
安
全
安
心
確
保
事
業 

 
 
・
出
前
講
座
（
市
社
協
、
そ
の
他
） 

 
 
・
熱
中
症
予
防
や
詐
欺
被
害
防
止

チ
ラ
シ
の
配
布 

４
 
地
域
福
祉
推
進
事
業 

 
 
・
一
人
暮
ら
し
、二
人
暮
ら
し
高
齢

者
宅
へ
の
友
愛
訪
問
（
安
否
確
認
） 

 
 
・
堰
本
小
学
校
児
童（
入
学
生
、卒

業
生
）へ
の
祝
い
品
の
贈
呈
、交
流

館
へ
の
座
椅
子
贈
呈 

 
令
和
２
年
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
行
事
の
自
粛
要
請
等

も
あ
り
、
こ
こ
３
年
間
、
人
の
大
勢
集
ま
る

行
事
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
の
代
替
え
事
業
と
し
て
年
に

３
回
ほ
ど
一
人
、
二
人
暮
ら
し
の
方
々
へ
の

安
否
確
認
の
友
愛
訪
問
を
続
け
て
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

 
い
ず
れ
に
し
て
も
１
日
も
早
く
こ
の
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
収
束
を
願
う
の
は
私
だ
け
で

は
な
く
地
区
内
皆
々
様
も
一
緒
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
油
断
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
人

混
み
の
所
へ
お
出
か
け
の
際
は
必
ず
マ
ス
ク

等
の
着
用
を
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
る

様
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

地
域
の
福
祉
を
担
っ
て 

 

◎
祝
 
高
齢
者
叙
勲
◎ 

 

 
元
梁
川
町
議
 
橘
内
栄
さ
ん
（
中
沢

町
内
会
）が
、旭
日
単
光
章
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
町
議
を
19
年
３
ヶ
月
、
５
期

に
亘
り
地
区
発
展
の
た
め
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

各
種
団
体
受
賞
者
名
（
敬
称
略
） 

 

 
令
和
４
年
中
に
堰
本
地
区
内
で
受
賞

さ
れ
た
方
々
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
任
務
に
つ
か

れ
て
い
ま
す
。
長
年
の
ご
活
躍
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

○
消
防
団 

日
本
消
防
協
会
勤
続
章  

橘
内
 
正
一 

県
永
年
勤
続
章
 
 
 
菅
野
 
典
共 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
菅
野
 
光
範 

志
賀
 
敏
幸 

橘
 
 
智
也 

県
消
防
協
会
功
績
章
 
橘
内
 
正
一 

精
勤
章
 
菅
野
 
 
伝 

伊
達
支
部
 
功
績
章
 
橘
 
 
智
也 
 
 
 
 
 
 
精
勤
章
 
菅
野
 
直
幸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
菅
野
 
正
一 

  ○
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会 

 
県
民
会
議
会
長
賞
 
 
菅
野
 
 
吉 

 

女
性
委
員
会
の 

一
年
を
振
り
返
っ
て 
 

さ
と
づ
く
り
女
性
委
員
会 

委
員
長 

 
 
 
末
永
 
綾
子 

（
鹿
ノ
子
町
内
会
） 
 

飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

新
・
民
生
児
童
委
員
紹
介 

 
 
 
 
 
（
敬
称
は
省
略
し
ま
す
） 

令
和
４
年
12
月
１
日
付
け
で
信
任

さ
れ
た
民
生
児
童
委
員
の
方
々
を
紹
介

し
ま
す
。
堰
本
地
区
内
を
担
当
す
る
民

生
児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、
当
さ
と
づ

く
り
推
進
協
議
会
で
推
薦
を
い
た
し
ま

し
た
。
地
区
の
身
近
な
困
り
ご
と
相
談

員
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
（
担
当
地
区
名
） 

・
橘
内
 
 
武
  

（
中
沢
・
鹿
ノ
子
・
上
原
） 

・
小
賀
坂
義
行 

（
東
木
田
・
間
野
・
大
門
・
中
ノ
内
） 

・
原
 
み
き
子 

 
 
 
 
 
（
東
前
・
大
正
寺
・
藤
橋
） 

・
内
山
 
清
一
 
（
陽
光
台
） 

・
佐
々
木
美
代
子 

（
屋
敷
通
・
町
通
・
鈴
竹
・
荒
野
） 

・
小
賀
坂
秀
明
 
（
細
谷
地
区
） 

 

今
回
３
人
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
の
ご
活
躍
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

・
小
賀
坂
初
子
 
 
（
中
ノ
内
） 

・
橘
 
 
敏
昭
 
 
（
東
前
） 

・
山
本
 
孝
浩
 
 
（
入
ノ
内
） 

●
  

せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り 

推
進
協
議
会 

会
長
 
澁
谷
基
昌 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

一
家
お
揃
い
で
、
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

三
年
続
き
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
た
め
、
容
易
な
ら
ぬ
年
で
し
た

が
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。 

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
に
日
本
が
出
場
し
、世
界

中
か
ら
絶
賛
の
拍
手
で
し
た
。
そ
れ
は
、
選

手
の
活
躍
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
マ
ナ
ー
で
す
。

試
合
終
了
後
、
ス
タ
ン
ド
を
清
掃
、
選
手
は

控
室
の
整
頓
、「
あ
り
が
と
う
」
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
残
し
帰
国
。
こ
の
よ
う
な
行
動
が

「
１
ミ
リ
の
奇
跡
」を
生
み「
ブ
ラ
ボ
ー
‼
」 

ま
た
、
生
涯
学
習
部
会
は
、
全
て
計
画

通
り
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
素
晴
ら
し

い
で
す
。
三
年
振
り
に
実
施
さ
れ
た
研
修

旅
行
も
、
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
有
意

義
で
し
た
。 

今
年
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
以
前

の
活
動
に
戻
す
事
で
す
。
こ
れ
に
は
、
学

校
、
各
種
団
体
、
役
職
員
が
連
携
を
密
に

し
一
丸
と
な
り
目
標
に
向
か
っ
て
一
路
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

卯
年
に
当
た
り
、コ
ロ
ナ
で
居
眠
り
し
て

い
た
兎
が
目
覚
め
て
、
ピ
ョ
ン
と
大
き
く 

せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り
女
性
委
員
会

の
活
動
と
し
て
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

春
秋
の
２
回
行
い
ま
し
た
。 

手
入
れ
し
た
後
の
綺
麗
な
花
壇
は
、

行
き
交
う
人
々
と
の
目
を
楽
し
ま
せ
、

そ
し
て
咲
い
た
花
は
自
然
に
人
の
心
を

元
気
に
し
て
く
れ
る
不
思
議
な
力
を
秘

め
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
役
員
、
委
員

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
今
年
度
の
活
動
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
女
性
委
員
会
の
活
動
を
花
い
っ
ぱ

い
運
動
以
外
の
活
動
も
考
え
て
い
ま
し

た
。し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、各
町
内

会
の
事
業
も
中
止
に
な
り
、
近
所
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
も
著
し
く

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
し
て
年
々

子
ど
も
が
減
少
し
お
年
寄
り
が
増
え
て

き
て
い
る
状
況
で
、
地
域
の
皆
様
と
一

緒
に
さ
と
づ
く
り
の
中
で
女
性
委
員
会

の
活
動
は
ど
ん
な
事
が
出
来
る
の
か
？

を
考
え
て
き
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。 

  
 

  

看
護
学
生
と
座
談
会
開
催 

 

 
12
月
23
日
、交
流
館
小
会
議
室

に
お
い
て
、
郡
山
市
の
ポ
ラ
リ
ス
保

健
看
護
学
院
の
学
生
・
奥
野
陽
香
さ

ん
と
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 
奥
野
さ
ん
は
授
業 

の
中
で
「
地
域
活
動 

の
現
状
と
役
割
等
に 

つ
い
て
」
を
研
究
テ 

ー
マ
に
取
り
組
ま
れ 

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
当
会
の
活
動

状
況
等
に
つ
い
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 
そ
の
中
で
、市
と
の
関
係
、概
要
、

会
の
沿
革
、
活
動
内
容
な
ど
小
賀
坂

事
務
局
長
か
ら
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
部
会
長
が
行
事
活

動
を
話
し
、
奥
野
さ
ん
と
の
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。 

 
奥
野
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
、
看
護

師
に
な
る
こ
と
で
す
が
、
保
健
師
と

し
て
も
行
政
に
携
わ
り
た
い
と
考 

え
て
お
ら
れ
、 

当
会
の
活
動
が 

少
し
で
も
役
だ

て
れ
ば
幸
い
で

す
。 

 
奥
野
さ
ん
の 

前
途
洋
々
た
る 

未
来
を
応
援
し 

ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

地域の活動（団体紹介） 


